
●ヘルメット、帽子等をかぶる。
●非常持ち出し袋はリュックサックに入れて背負う。（両手が使えるように）
●長袖・長ズボンを着用する。
●軍手や手袋をはめる。
●靴は底の厚い、履き慣れたものを着用する。
●やむをえず夜間に移動の際は懐中電灯を持つ。

避難行動ガイド

●自宅を離れる前にもう一度火元を確認する。
●ガスの元栓を閉め、電気のブレーカーを落とす。
●持ち出す荷物は最小限にする。
●近所の人に声をかけ、複数人で行動する。
●避難先へは、徒歩で移動する。
（自動車、自転車はできる限り使用しない）
●狭い道やブロック塀、自動販売機のそば、川べり、
ガラスや看板の多い場所を避ける。
●子ども、障がい者、高齢者など避難行動要支援者が
はぐれないよう配慮をしながら避難する。

上記は一般的な避難留意点です。各災害に応じた留意点も、個別ページでご確認ください。
（ページ内の図表は内閣府ホームページより抜粋、編集）

避難とは難を避けること、つまり安全を確保することです。安全な場所にいる人は、避難場所に行く必要はありません。

危険な場所から警戒レベル3で〈高齢者などは避難〉、警戒レベル4で〈全員避難〉です。

避難先は小中学校・公民館だけではありません。安全な親戚・知人宅に避難することも考えてみましょう。

「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自宅の災害リスクと、とるべき行動を確認しましょう。
●あなたがとるべき避難行動は？

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

●がけや斜面の近くでは特に次のようなことを心がけましょう。

●以下のポイントをチェックし、適切に補修を行ってください。

不安定な屋根のアンテナの補強。
瓦のひび、割れ、ずれ、はがれがないか。
トタンのめくれ、はがれはないか。

雨どいに落ち葉や砂が詰まっていないか。
雨戸にガタツキやゆるみはないか。
継ぎ目の外れや塗装のはがれ、腐りはないか。

水路はゴミを掃除する。

落ちそうな岩や土の
かたまりは撤去する。

風でゆれる大きな木は
地面をゆさぶられない
よう枝を切る。

崩れそうな所は木や
板の柵、石積をする。

通路や出入口には、避難の際の
妨げにならないよう、できるだ
け自転車やベビーカーなどの物
は置かない。

土中にしっかりした基礎、
控え壁のないものは補強。
ひび割れや鉄筋のサビはないか。

強風による飛来物など
に備え、外側から板で
ふさぐなどの処置を。
飛散防止フィルムを貼
る、ひび割れ、窓枠の
ガタツキはないか。

鉢植えや物干し竿
など飛散の可能性が
高いものは室内へ。

プロパンガスのボンベはしっかり固定さ
れているか。
植木鉢などは整理整頓を。
風に飛ばされそうなものは事前に屋内へ。

側溝が詰まると、道路
冠水や浸水の原因に。
日頃からの清掃を。

板壁に腐りや浮
きはないか。
モルタルの壁に
亀裂はないか。

斜面の状態
の変化に

十分注意し
ましょう。

「水のう」の作り方

浸水深が小さいときは、家庭にあるものを使って、水の侵入口となるところを塞ぐことで水の侵入を減少させること
ができます。トイレなどの逆流防止にも有効です。
※実施の際には避難の妨げにならないように気を付けてください。

40L程度のゴミ袋を二重にして半分程度の水を入れる
空気を抜いて口をしばる

段ボール等に入
れて並べる

長めの板状のものと組み
合わせて止水板に

土を入れたプランターを
レジャーシートなどで包む
のも有効

排水口からの逆流対策に

わが家の防災対策

令和4年3月発行

ハザードマップ
防災

南富良野町

災害用伝言サービス 安否情報などを家族や知人に知らせる方法を家族で確認しておきましょう

災害用伝言ダイヤル  171 携帯電話災害用伝言板サービス

※詳しい内容はNTTのホームページで確認してください。 https://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/

案内放送が流れます 市外局番 被災地の方の電話番号

大規模な災害が発生し、安否確認等の電話によって電話回線が混雑し、
電話が繋がりにくい状況でも、伝言の録音・再生により、被災地内の
家族や親戚・知人等と連絡を可能にする「声の伝言板」です。

大規模な災害が発生した場合、携帯電話各
社のトップに「災害用伝言板」が追加され、
自らの安否状態を登録することが可能にな
り、登録された伝言は、インターネットや携
帯電話などから確認することができます。

※使用にあたっては、各携帯電話会社のホーム
　ページで確認しておきましょう。

録音 1 7 1 1 伝言の録音

再生 1 7 1 2 伝言の再生

ホームページ

1 6 7
1 6 7

0
0

　1. 説明文
（1） この図は、石狩川水系空知川の水位周知区間について、水防法の規定により定められた想定し得る
 最大規模の降雨による洪水浸水想定区域、浸水した場合に想定される水深を表示した図面です。
（2） この洪水浸水想定区域図は、指定時点の空知川の河道の整備状況を勘案して、想定し得る最大規模
 の降雨に伴う洪水により空知川が氾濫した場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測したも
 のです。
（3） なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊による氾濫、シミュレーションの前
 提となる降雨を超える規模の降雨、内水による氾濫等を考慮していませんので、この洪水浸水想定
 区域に指定されていない区域においても浸水が発生する場合や、想定される水深が実際の浸水深と
 異なる場合があります。

　2. 基本事項等
（1） 作成主体 国土交通省　北海道開発局　　札幌開発建設部
  北　海　道　上川総合振興局
（2） 指定年月日 国土交通省　北海道開発局　　平成29年4月24日
  北　海　道　上川総合振興局　平成29年7月21日
（3） 告示番号 国土交通省　北海道開発局　　告示第109号
  北　海　道　上川総合振興局　北海道公報第2903号
（4） 指定の根拠法令 水防法（昭和24年法律第193号）第14条第1項
（5） 対象となる水位周知河川
 ・石狩川水系空知川（国土交通省　実施区間）
 　左岸：空知郡南富良野町字幾寅1889番から空知郡南富良野町字幾寅514番まで
 　右岸：空知郡南富良野町字幾寅480番から空知郡南富良野町字幾寅地先まで
 ・石狩川水系空知川（北　海　道　実施区間）
 ・左岸：空知郡南富良野町字落合462番地先から空知郡南富良野町字幾寅1889番まで
 ・右岸：空知郡南富良野町字落合494番地先から空知郡南富良野町字幾寅480番まで
（6） 指定の前提となる降雨　　空知川流域の72時間総雨量444mm（幾寅）
（7） 関係市町村  　　南富良野町

地　　区　　名 施　　　設　　　名 電話番号

【避難所】
災害から町民の生命、身体を保護するための避難所です。

北　落　合　地　区
落 　 合 　 地 　 区

北落合除雪管理センター
落合地区多目的センター
南富良野小学校
南富良野中学校

金山地区福祉交流センター
介護老人福祉施設「ふくしあ」

南富良野西小学校
下金山地区多目的センター

52－2984
53－2062
52－2311
52－2410

38－3800

55－2050
55－2133

幾 　 寅 　 地 　 区

金 　 山 　 地 　 区

下　金　山　地　区

地　　区　　名 施　　　設　　　名 電話番号

【福祉避難所】
在宅の要介護者や病人を保護するための避難所です。

幾 　 寅 　 地 　 区 情報プラザ 39－7000

道の駅南ふらの 52－2100
54－2850

－金山地区体育館
金山地区コミュニティセンター 54－2366
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「
こ
の
地
図
は
南
富
良
野
町
長
の
承
認
を
得
て
、同
町
発
行
の
2,
50
0分
の
1の
道
路
現
況
図
を
使
用
し
、調
製
し
た
も
の
で
あ
る
。」

「
こ
の
地
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、北
海
道
知
事
の
承
認
を
得
て
、北
海
道
作
成
の
5千
分
の
1地
形
図
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
る
。（
承
認
番
号
　
平
成
28
年
1月
13
日
森
林
第
70
7号
）」
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家
屋
の
倒
壊・
流
失
を
も
た
ら
す
よ
う
な
激
し
い
流
れ

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
堤
防
沿
い
の
地
域
を「
家
屋
倒

壊
等
氾
濫
想
定
区
域
」と
し
て
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
域
は
、早
期
の
立
退
き
避
難
が
必
要
で
す
!
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